
　穴子飯

　宮島町や広島市ではあなごがよく取れ、古くから食されてきました。

　江戸時代からメバルやキスと同様に食べられてきたと記述が残ってい

　ます。この地域の穴子は脂がのり、風味、やわらかさに優れており、

　「瀬戸のあなご」と称されています。給食では、ごはんの上にあなご

　をのせて、最後に海苔を袋のままもみのりにしてかけて食べてみて

　くださいね。
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